
リスク管理債権、金融再生法に基づく資産査定、自己査定の違い

リスク管理債権 金融再生法に基づく資産査定 自 己 査 定

目 的 ディスクロージャー ディスクロージャー 適正な償却・引当を行うための準

備作業

対象資産 貸出金 総与信（貸付有価証券、貸出金、 総資産（ただし、当局による集計

外国為替、未収利息、仮払金、支 結果は、総与信ベース）

払承諾見返）

区分方法 債権の客観的な状況による区分 債務者の状況に基づく区分（＝債 債務者の状況に基づき区分（破綻

（＝債権ベース、但し、一部金融 務者ベース） 先、実質破綻先、破綻懸念先、要

機関においては、金融再生法と同 注意先、正常先）した上で担保に

様の債務者ベースによる区分を実 よる保全状況等を勘案して、実質

施） 的な回収可能性に基づき分類

（破綻先債権、延滞債権、３か月 （破産更生等債権、危険債権、要 （Ⅰ～Ⅳ分類）

以上延滞債権、貸出条件緩和債権） 管理債権、正常債権）

担保・引当ｶバｰ 担保・引当カバー部分も含まれて 担保・引当カバー部分も含まれて 引当カバー部分はⅠ分類。担保の

部分の扱い いる。 いる。 カバー状況は分類において勘案さ

れる。


